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人 口

(女)

令和３年７月１日現在 前年同月比

(男)
10,707人　
5,139人　
5,568人　
3,881世帯

△111人　
△30人　
△81人　
＋23世帯世帯数

人の動きおもな内容
■令和３年度 一般会計補正予算（第２号） ……
■全員協議会 …………………………………
■陳情・意見書 ……………………………………
■一般質問 ……………………………………
■議会の虫めがね・編集後記 …………………
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ブルーベリーと大山（小林地区）ブルーベリーと大山（小林地区）
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伯耆町 一般会計補正予算（第２号）
原案可決 （令和 3年 6月 17日）

74億2,500万円
7,800万円
75億300万円

補正前

補正額

補正後歳 出

866万円

子育て世帯生活支援
特別給付金給付事業　

低所得の子育て世帯に対し実
情を踏まえた生活の支援

45万円

ブロッコリー産地の広域化・
生産強化総合対策事業

生産者の労働環境の改善、収
穫時間の確保による出荷量増
加を目的とした保管用予冷庫
への一部補助、また電動収穫
台車の補助

201万円

大山山ろく開拓
事業費

富江地区かんがい排水事業に
付随して実施される圃場整備
のための実施計画策定経費

311万円

中学校
外国語教育推進事業

新型コロナウイルス感染症の
影響によりALTを招致できな
い可能性があるため、民間業
者からの派遣の委託料を計上

5,520万円

地域医療介護
総合確保基金事業

地域密着型施設（認知症高齢
者グループホーム）の新築整
備の支援

2,000万円

基金管理事業

新型コロナウイルス感染症対策
に要する経費に充てることを目
的とした基金設置に係る積立金
財源は、美保テクノス株式会社様、株
式会社T・M・S様、株式会社マエコー
エンタープライズ様（大山ヒルズ）３
社からのご寄付によるもの
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議案等に対する各議員の賛否（〇賛成 ×反対） 6 月 17日本会議

議
案
番
号

大
床
　
桂
介

上
田

　
博
文

片
岡

　
千
明

長
谷
川

　
満

杉
本
　
大
介

乾
　
　
　
裕

永
井
　
欣
也

杉
原
　
良
仁

一
橋
　
信
介

渡
部
　
　
勇

細
田
　
　
栄

幅
田
千
富
美

大
森

　
英
一

勝
部

　
俊
德

36 専決処分について（令和３年度伯耆町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

37 専決処分について（令和３年度伯耆町索道事業特別会計補正予算（第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ －

38 鳥取県西部広域行政管理組合の共同処理事務及び規約を変更する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

39 伯耆町手数料徴収条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

40 伯耆町特別医療費助成条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

41 伯耆町医療費助成条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

42 伯耆町新型コロナウイルス感染症対策基金条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

43 工事請負契約の締結について（鬼の館長寿命化等改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

44 工事請負契約の締結について（伯耆町立溝口公民館改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

45 物品購入契約の締結について（除雪機械） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

46 物品購入契約の締結について（放送機械器具等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

47 令和３年度伯耆町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議案２ 伯耆町議会委員会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議案３ 議会改革調査特別委員会の設置に関する
決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議案４ 地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）
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広
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
う

な
ば
ら
荘
）
の
運
営
の
終
了

に
伴
う
組
合
規
約
の
変
更
。

施
行
期
日

令
和
４
年
４
月
１
日

●

伯
耆
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

再
交
付
に
関
わ
る
手
数
料
に

つ
い
て
。

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
基
金
条
例
の
制

定

　

令
和
２
年
度
に
事
業
者
か

ら
の
寄
付
を
有
効
活
用
す
る

も
の
。

●

伯
耆
町
特
別
医
療
費
助
成

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
老
齢

福
祉
年
金
の
支
給
停
止
と
な

る
所
得
の
額
が
見
直
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。

●

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
給
付
事
業

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
し
、
給
付
金
を
支
給
す
る

た
め
の
必
要
額
の
補
正
。

●

広
域
行
政
管
理
組
合
の
共

同
処
理
事
務
及
び
規
約
を

変
更
す
る
協
議
に
つ
い
て

●

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
事
業

　

今
後
急
増
す
る
認
知
症
高

齢
者
等
が
可
能
な
限
り
、
住

み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
日

常
生
活
を
可
能
と
す
る
た
め

地
域
密
着
型
施
設
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
の
新
築
整
備
を

支
援
す
る
た
め
。

●

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
産
地
の
広

域
化
・
生
産
強
化
総
合
対

策
事
業

　

大
高
集
荷
所
冷
蔵
設
備
費

用
市
町
村
負
担
分
お
よ
び
電

動
収
穫
台
の
導
入
。

●

大
山
山
ろ
く
開
拓
事
業
費

　

富
江
地
区
で
計
画
し
て
い

る
畑
地
か
ん
が
い
排
水
事
業

と
一
体
的
に
計
画
し
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
、
農
地
集

約
の
推
進
を
図
る
。

●

中
学
校
外
国
語
教
育
推
進

事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
外
国

語
青
年
誘
致
事
業
を
通
じ
た

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
新
規
任
用
者
の
着

任
時
期
が
不
明
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
任
用
が
困
難
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
、
民
間
委
託

す
る
。

●

鬼
の
館
長
寿
命
化
等
改
修

　
工
事

⑴
請
負
者

株
式
会
社　

松
本
組

⑵
請
負
金
額

１
億
４
２
５
６
万
円

⑶
工
事
概
要

施
設
の
長
寿
命
化
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
省
エ
ネ
化

な
ど
の
改
修

⑷
完
成
予
定

令
和
３
年
11
月
19
日

●

溝
口
公
民
館
改
修
工
事

⑴
請
負
者

　

株
式
会
社　

竹
田
工
務
店

⑵
請
負
金
額

　

全
員
協
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
補
正
予
算
の
協
議
な
ど
を

５
月
10
日
、
５
月
11
日
、
６
月
７
日
、
６
月
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

鬼の館

溝口公民館
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８
０
８
５
万
円

⑶
工
事
概
要

外
壁
等
改
修
、防
水
工
事
、

ト
イ
レ
改
修

⑷
完
成
予
定

令
和
３
年
10
月
29
日

●

物
品
購
入
契
約
締
結
に
つ

い
て
（
除
雪
機
械
購
入
）

⑴
請
負
者

コ
マ
ツ
山
陰
株
式
会
社

⑵
請
負
代
金

７
２
６
万
円

⑶
契
約
概
要

シ
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
ー

⑷
契
約
日

令
和
３
年
11
月
30
日

●

物
品
購
入
契
約
締
結
に
つ

い
て
（
伯
耆
町
有
線
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
放
送
機
械
器
具

等
購
入
）

⑴
請
負
者

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
西
日
本
社

⑵
請
負
代
金

１
０
２
０
万
円

⑶
契
約
概
要

カ
メ
ラ
、
編
集
機
・

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

⑷
契
約
日

令
和
３
年
12
月
24
日

●

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
基
本
構
想（
案
）

に
つ
い
て

　

令
和
14
年
度
を
目
標
に
、

西
部
圏
域
の
ご
み
処
理
施
設

を
集
約
し
、
１
箇
所
に
配
置

予
定
で
あ
り
基
本
構
想
案
に

対
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。

構想策定に係る今後のスケジュール
予定時期 実施内容

令和３年５月 17 日～
6月 15 日

パブリックコメント実施
・意見募集期間（公表後 30 日間）　・閲覧場所：岸本公民館、溝口公民館、町ホームページ

令和３年 6月下旬 パブリックコメント意見集約
・意見集約及びそれに伴う基本構想案の修正

令和３年７月上旬 鳥取県西部のごみ処理のあり方検討会及びプロジェクトチーム会議
・基本構想案（修正案）の協議・方針決定　・パブリックコメントに対する組合の対応方針の協議

令和３年７月下旬 鳥取県西部広域行政管理組合正副管理者会議
・基本構想の決定　・パブリックコメントに対する組合の対応方針の決定

令和３年８月上旬 鳥取県西部広域行政管理組合議会報告
・基本構想の報告　・パブリックコメント実施結果の報告

令和３年８月上旬 基本構想の公表

ショベル・ローダー（同型新規購入予定）
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みなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりました

陳
情
番
号

結果

大
床
　
桂
介

上
田
　
博
文

片
岡
　
千
明

長
谷
川
　
満

杉
本
　
大
介

乾
　
　
　
裕

永
井
　
欣
也

杉
原
　
良
仁

一
橋
　
信
介

渡
部
　
　
勇

細
田
　
　
栄

幅
田
千
富
美

大
森
　
英
一

勝
部

　
俊
德

陳　情
第５号 地方財政の充実・強化を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳　情
第６号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、
２０２２年度政府予算に係る意見書採択の陳情 

趣旨
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）

請願・陳情に対する各議員の賛否（令和３年６月定例会）

内閣総理大臣等に提出した意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、いま地方自治体には新たに多くの行政需要が発生している。ワクチン接種体制
の構築、防疫体制の強化、「新しい生活様式」への変化を余儀なくされた住民の日常生活から発生する問題など、あらゆ
る課題に即時の対応が求められている。それと同時に、医療・介護など社会保障への対応、子育て支援策の充実、地域交
通の維持・確保など、少子・高齢化の進展とともに、従来からの行政サービスに対する需要も、これまで以上に高まりつ
つある。しかし、現実に公的サービスを担う人材は不足しており、近年多発している大規模災害、また、デジタル・ガバ
メント化への対応も迫られている。
　こうした地方の財源対応について、政府はいわゆる「骨太方針 2018」に基づき、令和３年度の地方財政計画までは、平
成 30 年度の地方財政計画の水準を下回らないよう、実質的に同水準を確保してきた。しかし、新型コロナウイルスへの対
応により巨額の財政出動が行われるなか、令和４年度以降の地方財源が十分に確保できるのか、大きな不安が残されている。
　このため、令和４年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、コロナ禍による新たな行政需要なども把握しながら、
歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立を目指すよう、以下の事項の実現を求める。

記
　
１．社会保障、感染症対策、防災、環境対策、地域交通対策、人口減少対策、デジタル化対策など、増大する地方自治体
の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保をはかること。

２．新型コロナウイルス対策として、ワクチン接種体制の構築、感染症対応業務を含めた保健所体制・機能の強化、その
他の新型コロナウイルス対応業務、また、地域経済の活性化まで踏まえた十分な財源措置をはかること。

３．子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障ニーズへの対応と、地
方単独事業分を含めた十分な社会保障経費の拡充をはかること。また、人材を確保するための予算の確保および地方
財政措置を的確に行うこと。

４．地方公共団体情報システムの標準化については、自治体の実情を踏まえるとともに、目標時期の延長や一定のカスタ
マイズを可能とするなど、より柔軟に対応すること。また、地域経済を活性化させるためにも、デジタルシステムの
標準化による大手企業の寡占を防止すること、また、地域での人材育成をはかるなど、地域デジタル社会推進費の有
効活用も含めて対応すること。

５．｢まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている 1兆円について、引き続き同規模の財源確保をはかること。
６．令和２年度から始まった会計年度任用職員制度について、今後も当該職員の処遇改善に向けて、引き続きその財源確
保をはかること。

７．森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協議を行い、より林業需要の高い自治体への譲与額を増大させる
よう見直すこと。

８．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了への対応、小規模自治体に
配慮した段階補正の強化など対策を講じること。

９．地方交付税の法定率を引き上げるなど、引き続き、臨時財政対策債に頼らない地方財政の確立に取り組むこと。

　以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　令和３年６月 17 日
鳥取県西伯郡伯耆町議会

〈提出先〉
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
総務大臣　
厚生労働大臣
経済産業大臣
内閣官房長官
内閣府特命担当大臣（地方創生）
内閣府特命担当大臣（経済財政政策）
デジタル改革担当大臣

様｝



町政町政 問う！問う！をを
６人の議員が
一般質問を行いました。
６人の議員が
一般質問を行いました。

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

令和3年６月11日　開催
ページ 主　な　質　問　事　項 質問議員

8
1. 人口減少対策
2. 丸山地区専用水道料金の値下げ　ほか

細田　栄

9
1. 新型コロナウイルスワクチン集団接種
2. コロナ禍における女性の負担軽減

乾　裕

10
1. 小中学校における児童生徒の
　 携帯電話・スマートフォンの持ち込み

杉本　大介

11
1. 西部広域ごみ処理基本構想（案）
2. 鳥取県西部風力発電計画

幅田　千富美

12
1. 犯罪被害者を地域で支える支援条例
2. 登下校時における児童生徒等の安全確保

渡部　勇

13
1. 中山間地域の振興
2. 教育の諸問題

永井　欣也

スマートフォンなど携帯電話で一般質問の映像が流れる
youtubeの二次元バーコードはこちらです。

（7）
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細田　　栄

細
田　

本
町
の
人
口
は
毎
年

１
０
０
人
程
度
減
少
し
て
い

る
が
、丸
山
の
森
林
住
宅
に

70
世
帯
、リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ

ン
に
17
世
帯
が
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
。

　

溝
口
地
区
で
は
何
世
帯
く

ら
い
か
。

住
民
課
長　

ア
イ
ノ
ピ
ア
ほ

か
で
50
世
帯
転
入
さ
れ
て
い

る
。

細
田　

今
後
も
豊
か
な
自
然

環
境
を
求
め
て
定
住
さ
れ
る

方
は
増
加
す
る
の
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
、岸
本
地
域
に
は
約

１
０
０
室
の
ア
パ
ー
ト
が
あ

る
、入
居
者
の
方
は
若
い
夫

婦
が
多
く
、小
さ
な
子
供
さ

ん
も
お
ら
れ
る
。

　

転
入
者
を
増
や
す
た
め
、

ア
パ
ー
ト
の
空
室
情
報
、森

林
住
宅
の
土
地
物
件
や
中

古
住
宅
情
報
、空
き
家
バ
ン

ク
な
ど
一
元
化
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
ら
な
い
か
。

町
長　

不
動
産
事
業
者
の
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ン

ク
す
る
な
ど
見
や
す
い
方
法

を
検
討
し
た
い
。

細
田　

昭
和
48
年
頃
、短
期

間
で
分
譲
さ
れ
た「
み
ど
り

団
地
」は
住
宅
の
更
新
期
に

入
り
、既
に
半
数
近
く
が
現

在
地
で
の
建
て
替
え
が
進
ん

で
い
る
。今
後
の
空
き
家
対

策
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

貴
重
な
事
例
で
あ
る

が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

な
ど
調
査
が
可
能
か
、
行
政

情
報
と
し
て
必
要
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

細
田　

森
林
住
宅
や
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
給
水
し
て
い
る

水
道
施
設
は
水
源
の
み
町
の

所
有
で
給
水
施
設
は
開
発

事
業
者
の
物
で
あ
る
。町
は

将
来
の
水
源
更
新
費
用
と
し

て
、現
在
約
６
千
万
円
積
み

立
て
て
い
る
。

①
基
金
の
目
標
額
は
い
く
ら

か
。

②
森
林
住
宅
や
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
の
水
道
料
金
は
い
く
ら

か
。

③
基
金
が
目
標
額
に
達
し
た

ら
原
水
費
の
１
㎥
当
た
り
50

円
を
下
げ
る
よ
う
開
発
事
業

者
と
協
議
し
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　

一
本
の
取

水
井
戸
に
約
１
億
円
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
を
目
標
に
し
た

い
。

　

水
道
料
金
は
１
㎥
当
た
り

１
６
０
円
で
あ
る
。

町
長　

１
億
円
の
目
標
額
に

達
し
た
ら
考
え
た
い
。

細
田　

各
集
落
で
空
き
家

が
多
く
あ
り
、高
齢
者
の
１

人
住
ま
い
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
が
多
く
あ
っ
た
。小
さ

な
集
落
で
は
共
同
作
業
や
役

員
の
な
り
手
が
無
く
、集
落

の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。

町
長　

空
き
家
対
策
は
重

要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
事
業

者
を
増
や
す
な
ど
工
夫
し
た

い
。

人口増加している地域がある、更なる増加策を
社会増減は拮抗している町　長

ユーチューブ動画は
こちらから

丸
山
地
区
専
用
水
道
の
値
下
げ
が
で
き
な
い
か

取
水
井
の
更
新
費
用
が

確
保
さ
れ
た
ら
検
討
す
る

町
　
長

アイノピア

丸山森林住宅
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乾　裕

乾　

本
町
で
も
、５
月
８
日

か
ら
本
格
的
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

拡
大
策
は
。

健
康
対
策
課
長　

①
接
種
枠

の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
当

初
の
１
２
０
人
か
ら
２
４
０

人
に
拡
大
。
②
予
約
受
付
の

早
期
化
。
16
歳
か
ら
65
歳
未

満
の
予
約
受
付
を
６
月
22
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
③
職

員
の
増
員
に
よ
っ
て
接
種
の

流
れ
の
円
滑
化
を
図
る
。
予

診
票
チ
ェ
ッ
ク
の
保
健
師
を

増
員
。
経
過
観
察
の
ス
ペ
ー

ス
を
拡
大
。
会
場
玄
関
に
時

間
帯
を
明
記
し
た
看
板
を
設

置
。
接
種
会
場
ス
タ
ッ
フ
を

19
人
か
ら
25
人
に
増
員
。

乾　

個
別
接
種
に
寝
た
き
り

の
高
齢
者
等
会
場
に
出
向
け

な
い
方
々
も
対
象
と
な
る
か

健
康
対
策
課
長　

対
象
と
な
る
。

乾　

第
２
回
目
の
ガ
ソ
リ
ン

等
助
成
券（
タ
ク
シ
ー
利
用

可
能
）の
来
年
度
以
降
の
３

回
目
の
配
布
は
あ
る
か
。

町
長　

国
の
財
政
支
援
が
得

ら
れ
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
効

果
的
な
事
業
を
立
案
し
提
案

し
た
い
。

乾　

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
リ
ス

ト
の
作
成
は
。

健
康
対
策
課
長　

キ
ャ
ン
セ

ル
等
対
応
要
領
を
定
め
て
適

切
に
運
用
し
て
い
る
。

乾　

優
先
順
位
は
。

健
康
対
策
課
長　

医
療
従
事

者
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
従
事
者
。
障
が
い
者
施

設
の
入
居
者
、
同
従
事
者
、

そ
の
他
集
団
接
種
会
場
の
従

事
者
も
医
療
従
事
者
の
範
囲

で
あ
り
、
希
望
者
に
接
種
し

て
い
る
。
今
後
は
、消
防
団
、

保
育
師
、
学
校
職
員
、
町
職

員
も
追
加
す
る
。

乾　

町
長
の
接
種
報
道
も

あ
っ
た
が
。

町
長　

４
月
29
日
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
報
道
し
て
お

り
、
そ
の
後
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
が
、
接
種
会
場
の
責

任
者
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル

に
よ
る
廃
棄
を
回
避
す
る
必

要
も
あ
っ
た
。
リ
ス
ク
対
応

と
し
て
現
場
判
断
し
た
旨
の

報
道
も
あ
っ
た
。

乾　
「
生
理
の
貧
困
」対
策
を

求
め
る
。

①
防
災
備
蓄
品
で
使
用
期
限

の
迫
っ
た
生
理
用
品
を
必
要

と
さ
れ
る
方
に
配
布
す
る
。

②
防
災
備
蓄
品
で
賞
味
期
限

が
迫
っ
た
食
料
品
を
生
活
困

窮
者
に
配
布
す
る
。

③
町
内
各
学
校
の
保
健
室
に

生
理
用
品
を
補
充
配
置
し
養

護
教
諭
が
希
望
者
に
渡
す
。

町
長　

必
要
な
方
に
は
、
防

災
備
蓄
品
を
配
布
す
る
よ

う
、
担
当
課
に
指
示
を
出
し

て
い
る
。

教
育
長　

現
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
と
そ
れ
以
前
の
状
況
に
変

化
は
見
ら
れ
な
い
と
の
認
識

で
あ
り
、
特
段
の
配
慮
は
必

要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

新型コロナウイルスワクチンの接種状況は
65歳以上登録者4,341人（6月11日）
１回目 2,290人が接種 52.8%　2回目 938人 21.6％健康対策課長

ユーチューブ動画は
こちらから

女
性
の
負
担
軽
減
で
要
望
書
を
提
出
、現
状
は

必
要
な
方
に
は
配
布
を
す
る
よ
う

指
示
を
出
し
て
い
る

町
　
長

接種後は20分間待機して体調観察

会場入口で消毒と検温

問診票のチェック
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杉本　大介

杉
本　

文
部
科
学
省
は
令
和

２
年
、小・中
学
校
へ
の
携
帯

電
話
持
ち
込
み
は
、平
成
21

年
の
通
知
時
と
同
じ
く
原
則

禁
止
と
し
な
が
ら
、中
学
校
は

「
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

上
で
持
ち
込
め
る
」と
い
う

通
知
を
全
国
の
教
育
委
員
会

に
出
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、全
国
的
に

も
少
し
ず
つ
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
持
ち
込
み

を
許
可
す
る
動
き
が
出
て
い

る
が
、本
町
で
は
ど
の
よ
う

な
協
議
が
な
さ
れ
た
か
。

教
育
次
長

　
本
町
に
お
い
て

は
今
回
の
通
知
以
前
か
ら
、

学
校
へ
の
持
ち
込
み
は
原
則

禁
止
と
し
て
い
る
が
、
町
内

小
中
学
校
の
校
長
会
で
確
認

し
、
伯
耆
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

と
伯
耆
町
小
中
学
校
校
長
会

な
ら
び
に
伯
耆
町
教
育
委
員

会
の
３
者
に
よ
る
連
名
で
、

伯
耆
町
立
小
中
学
校
に
お
け

る
携
帯
電
話
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
保
護
者
に
通
知
を

し
て
い
る
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
等
に

よ
り
保
護
者
か
ら
持
ち
込
み

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
学
校
長
が
許
可
し
、
教

育
活
動
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
日
中
は
職
員
が
預
か
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

杉
本　

本
町
の
小
中
学
校
に

お
け
る
、児
童
生
徒
の
携
帯

電
話
持
ち
込
み
の
取
り
扱
い

の
現
状
は
。

　

ま
た
、生
徒
の
携
帯
電
話

の
保
有
率
・
所
有
率
や
、持

ち
込
み
に
つ
い
て
の
保
護
者

の
意
見
や
感
想
な
ど
は
あ
る

か
。

教
育
次
長
　
所
有
率
に
つ
い

て
は
、
県
の
教
育
委
員
会
が

令
和
元
年
度
に
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も

県
の
数
字
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
と
見
て
い
る
。

　

保
護
者
側
か
ら
は
特
に
苦

情
は
な
い
。
学
校
と
う
ま
く

連
携
で
き
て
い
る
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。　

杉
本　

今
後
の
携
帯
電
話
の

所
有
率
の
向
上
、防
犯
、防

災
、ま
た
、学
習
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
も
近
い
将
来
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。そ
れ
ら
を
鑑
み
、

方
針
に
つ
い
て
は
小
ま
め
な

協
議
が
必
要
と
考
え
る
。今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
次
長
　
携
帯
電
話
等
を

活
用
す
る
こ
と
も
防
犯
防
災

の
た
め
の
有
効
な
手
段
の
ひ

と
つ
だ
が
、
学
校
に
お
い
て

は
学
校
安
全
計
画
を
策
定

し
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導
を

進
め
る
と
と
も
に
安
全
確
保

を
図
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒

が
登
校
後
の
学
校
管
理
下
に

お
い
て
は
、
現
状
、
携
帯
電

話
等
は
必
ず
し
も
必
要
な
も

の
と
は
と
ら
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
登
下
校
中
は
、
地

域
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
、

少
年
を
守
る
店
な
ど
、
地
域

と
連
携
し
た
、
安
全
の
確
保

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

学
習
に
つ
い
て
は
、
今
現

在
、
小
学
１
年
か
ら
中
学
３

年
ま
で
、
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
支
給
し
て
お
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
機
能

が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
使
っ
て
学
習
を
進
め
て

い
る
。

　

現
時
点
で
は
こ
の
よ
う
な

対
応
を
変
更
す
る
予
定
は
な

い
が
、
今
後
、
方
針
を
見
直

す
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は

状
況
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

児童生徒の携帯電話持ち込みの取り扱いの現状は
原則禁止だが、やむを得ない事情等により申請があった
場合には、持ち込みを許可している教育次長

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
の
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

見
直
す
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は

状
況
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く

教
育
長

ユーチューブ動画は
こちらから

0（％） 10 20 30 40 50 60

スマートフォン所有率
鳥取県内

小学校 6年生 24.0%

20.9%

38.2%

57.5%

全国平均小学校
4年生から6年生

鳥取県内
中学校 2年生
全国平均中学校
1年生から3年生

登下校中のスマートフォンに
よる防犯防災
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幅田　千富美

幅
田　

西
部
広
域
ご
み
処
理

基
本
構
想
案
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
大
幅
削
減

と
循
環
社
会
が
求
め
ら
れ
、

法
改
正
も
さ
れ
た
が
、焼
却

発
電
機
能
を
有
し
24
時
間
焼

却
す
る
設
計
で
は
法
改
正
の

趣
旨
に
逆
行
す
る
。

　

広
域
議
会
内
で
は
伯
耆
町

内
に
所
有
し
て
い
る
土
地
の

活
用
を
求
め
る
発
言
も
あ
っ

た
が
、そ
の
後
町
長
に
協
議

は
あ
っ
た
か
。

町
長　

み
ん
な
が
出
す
ご
み

の
処
理
を
安
定
的
、
効
率
的

に
処
分
す
る
た
め
に
検
討
さ

れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
。
用

地
に
つ
い
て
は
白
紙
で
あ
り

協
議
等
は
受
け
て
い
な
い
。

幅
田　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
焼

却
燃
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。本
町
の
回
収
計
画
に

変
更
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　

本
町
の
分

別
の
区
分
を
変
更
し
焼
却
量

を
ふ
や
す
対
応
は
考
え
て
い

な
い
。

幅
田　

県
外
の
固
形
燃
料
発

電
施
設
で
は
事
故
が
発
生
し

て
い
る
が
そ
の
検
討
は
さ
れ

た
か
。

地
域
整
備
課
長　

米
子
市
の

焼
却
施
設
で
は
問
題
は
発
生

し
て
い
な
い
。

幅
田　

ご
み
の
分
別
と
再
資

源
化
の
た
め
に
は
住
民
の
協

力
が
不
可
欠
。説
明
会
は
予

定
さ
れ
て
い
る
か
。

地
域
整
備
課
長　

基
本
構
想

に
対
す
る
意
見
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
提
出
さ
れ
る

と
考
え
る
。
町
の
分
別
計
画

の
変
更
が
な
い
の
で
説
明
会

は
予
定
し
て
い
な
い
。

幅
田　

外
資
系
投
資
フ
ァ
ン

ド
に
よ
る
二
部
地
区
を
取
り

巻
く
大
型
風
車
風
力
発
電
計

画
が
進
ん
で
い
る
。

　

地
域
住
民
や
福
祉
、医
療

施
設
等
へ
の
説
明
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長
　
説
明
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。

幅
田
　
国
の
勧
告
、県
の
意

見
に
対
し
事
業
者
が
誠
実
に

対
応
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
不
十
分
と
考
え
る
。

幅
田
　
地
上
権
設
定
の
契
約

書
は
事
業
者
に
有
利
で
、最

長
55
年
も
の
期
間
の
契
約
で

あ
る
。

　

事
業
者
が
存
続
し
て
い
る

か
、事
業
者
の
撤
退
後
の
風

車
の
撤
去
は
。地
目
変
更
に

伴
い
固
定
資
産
税
が
増
額

し
て
も
地
代
の
見
直
し
は
な

い
。ま
た
35
年
以
上
も
契
約

内
容
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
内
容
で
あ
る
。町
長
の
見

解
は
。

町
長
　
契
約
は
当
事
者
同
士

で
成
立
し
行
政
と
し
て
か
か

わ
る
と
す
れ
ば
、
必
要
な
説

明
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
、

理
解
と
異
な
っ
た
内
容
だ
っ

た
場
合
に
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
の
相
談
に
つ
な
げ
る

こ
と
と
な
る
。
契
約
内
容
の

暴
露
、
拡
散
に
は
懸
念
を
抱

く
。

西部広域ごみ処理基本構想の見直しを
安定的、効率的に処理する方策を検討されており、
用地は白紙状態町　長

鳥
取
西
部
風
力
発
電
計
画
の
住
民
合
意
は
図
ら
れ
て
い
る
か 

住
民
理
解
や
合
意
形
成
の
対
応
は

不
十
分 

町
　
長

ユーチューブ動画は
こちらから

プラスチックごみ収集作業
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渡部　勇

渡
部　

県
内
の
東
部
・
中
部

６
町
が
今
春
、犯
罪
被
害
者

支
援
条
例
を
施
行
し
た
。県

に
よ
る
と
、飲
酒
運
転
の
車

に
は
ね
ら
れ
た
り
、殺
人
、傷

害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り

し
て
心
身
に
被
害
を
受
け
た

人
が
対
象
で
あ
る
。

　

条
例
に
前
向
き
に
取
り
組

ん
だ
自
治
体
が
あ
る
一
方
、

主
体
的
に
動
か
な
い
自
治
体

も
あ
る
と
聞
く
が
。

町
長　

住
む
町
で
違
い
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
県
条
例
一
本
で
や
る
べ

き
。

渡
部　

条
例
の
内
容
は
町
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
る
よ
う
だ

が
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が
考

え
ら
れ
る
か
。

町
長　

基
本
的
に
は
見
舞
金

だ
け
で
あ
る
が
、
後
は
心
理

的
ケ
ア
な
ど
を
盛
り
込
む
こ

と
も
あ
る
。

渡
部　

朝
の
通
学
時
間
帯
に

は
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
で
安
心
・
安
全
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

　

安
全
な
通
学
路
の
確
保
の

決
定
と
変
更
は
誰
と
協
議

し
、決
定
す
る
か
。

教
育
長　

各
関
係
者
が
協
議

し
、
校
長
が
指
定
し
教
育
委

員
会
に
届
け
る
。

渡
部　

通
学
路
の
カ
ラ
ー
舗

装
を
し
て
は
ど
う
か
。冬
場

の
坂
道
な
ど
の
転
倒
防
止
に

も
カ
ラ
ー
舗
装
は
役
立
つ
の

で
は
。

教
育
次
長　

合
同
点
検
を
実

施
し
て
対
応
を
協
議
し
、
そ

の
上
で
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て

も
危
険
箇
所
を
要
望
し
て
ほ

し
い
。

渡
部　

通
学
路
に
お
け
る
危

険
箇
所
・
要
注
意
箇
所
の
把

握
と
改
善
は
。

教
育
次
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
含
め

て
、
学
校
で
子
ど
も
た
ち
へ

の
指
導
を
す
る
、
少
し
ず
つ

改
善
を
図
っ
て
い
る
。

犯罪被害者を地域で支える条例を
県条例一本でやるべき問題である町　長

登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
は

校
長
が
指
定
し
教
育
委
員
会
に
届
け
る

教
育
長

ユーチューブ動画は
こちらから

鳥取県内6町の主な犯罪被害者支援策

見舞金
支給

死亡被害者１人当たり30万円

治療1カ月以上の重傷病者に
10万円

日常生活
支援

早く平穏な生活を営めるように
必要な福祉サービスを提供

住宅確保
支援

住んでいた家に住み続けるのが
困難になった場合、町営住宅を
一時的に提供するなど支援

相談窓口
（電話）

岩美町　福祉課
☎0857（73）1333

若桜町　町民福祉課
☎0858（82）2232

智頭町　総務課
☎0858（75）4111

八頭町　町民課
☎0858（76）0211

湯梨浜町　総合福祉課
☎0858（35）5374

北栄町　生涯学習課
☎0858（37）5871

こしき団地通学路
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永井　欣也

永
井　

中
山
間
地
域
の
振
興

に
つ
い
て
は
、本
町
の
重
要
で

急
務
な
課
題
。地
域
の
話
し

合
い
を
後
押
し
す
る
行
政
の

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
職
員
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
な
声
が
届
け
ら
れ

て
い
る
か
。

企
画
課
長　

Ｒ
２
年
度
で
イ

ン
フ
ラ
、町
行
事
等
に
40
件
。

区
長
が
身
近
な
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
た
生
の
声
。

町
長　

協
働
を
原
点
に
、
基

礎
自
治
体
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
質
を
上
げ
て
い
く

活
動
。

永
井　

半
農
半
Ｘ
的
な
働
き

方
へ
の
支
援
の
考
え
方
は
。

町
長　

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ス
だ

が
、
農
地
制
度
の
運
用
に
可

能
性
も
。
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
と
い
う

の
は
あ
り
得
る
。

永
井　

野
菜
栽
培
を
始
め
た

若
手
就
農
者
が
増
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、実
態
は
。

産
業
課
長　

過
去
10
年
間
で

新
規
就
農
者
13
人
認
定
。
露

地
野
菜
を
中
心
と
し
た
経
営

を
頑
張
ろ
う
と
す
る
方
が
増

え
て
い
る
。

永
井　

町
内
各
地
区
の
集
落

公
民
館
は
防
災
・
災
害
避
難

時
の
重
要
施
設
で
あ
り
、有

効
活
用
の
検
討
は
。

町
長　

貴
重
な
役
割
を
持

つ
。
本
年
度
か
ら
支
援
措
置

拡
充
し
、
補
助
率
を
50
％
か

ら
60
％
に
引
き
上
げ
、
解
体

補
助
も
新
設
。
活
動
拠
点
と

し
て
、
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て

き
た
。

永
井　

令
和
３
年
度
か
ら
第

２
次
伯
耆
町
教
育
振
興
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
で
教

育
内
容
を
構
成
し
、児
童
生

徒
の
自
立
を
促
す
と
あ
る

が
、具
体
的
に
は
。

教
育
長　

新
学
習
指
導
要
領

の
主
旨
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

配
慮
し
た
。

教
育
次
長　

児
童
生
徒
や
地

域
の
実
態
に
応
じ
て
、
各
教

科
等
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

教
育
課
程
や
年
間
指
導
計
画

を
策
定
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

永
井　

人
に
や
さ
し
い
学
校

教
育
環
境
の
整
備
に
関
し
、

学
校
現
場
の
状
況
と
効
果

は
。

教
育
次
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
推
進
は
、
ま
だ

取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り

だ
が
、
徐
々
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

各
学
校
、
教
育
委
員
会
の

担
当
者
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
で

担
当
者
会
を
月
１
回
開
催
、

取
り
組
み
の
共
有
、
課
題
等

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

永
井　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
し
、現
状
認
識
と

実
践
の
具
体
的
な
取
組
み
施

策
は
。

教
育
長　

人
権
問
題
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
た
め

の
啓
発
活
動
に
課
題
を
認

識
。

　

住
民
参
加
の
企
画
委
員
会

で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
参
加
型
学
習
に
変
更
、

意
見
も
活
発
に
出
て
満
足
度

も
上
が
っ
た
。

半農半X的な働き方への支援は
まちづくりの観点から支えることはあり得る町　長

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
認
識
と
実
践
は

啓
発
活
動
に
課
題
、

参
加
型
学
習
に
取
り
組
む

教
育
長

ユーチューブ動画は
こちらから

新規就農ブロッコリー栽培

電子黒板利用して授業

ひまわりセミナー
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議会
の虫めが

ね

「議会だよ
り」に対す

るご意見を

お待ちして
おります。 【

編
　
集
】

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
杉
本
　
大
介

副
委
員
長
　
片
岡
　
千
明

委
　
員
　
大
森
　
英
一

委
　
員
　
長
谷
川
　
満

委
　
員
　
上
田
　
博
文

委
　
員
　
大
床
　
桂
介

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す

が
、ワ
ク
チ
ン
接
種
も
す
す
ん

で
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
が
、こ
の
と
こ
ろ
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
町
財
政
の
厳
し
さ
は
あ
り

ま
す
が
、そ
の
よ
う
な
中
で
の

町
の
取
り
組
み
が
問
わ
れ
る

と
思
い
ま
す
。『
議
会
だ
よ

り
』で
は
町
民
の
皆
さ
ま
へ
伯

耆
町
の
取
り
組
み
を
わ
か
り

や
す
く
取
り
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
あ
た
ら

れ
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

（
大
床
　
桂
介
）

森
脇
さ
ん
　
伯
耆
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、住
民
参
加
に
よ
る
自
主
的
な

福
祉
活
動
と
し
て
、溝
口
地
域
で
は
平

成
３
年
度
か
ら
、岸
本
地
域
で
は
平
成

４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、伯
耆
町
社
会
福
祉
協
議
会
溝

口
支
所（
溝
口
・
二
部
）で
は
、調
理
６４

名・配
達
３７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
り
、１
食
当
り
３
０
０
円
で
週
２
回

（
火・木
曜
）実
施
し
て
い
ま
す
。

森
脇
さ
ん
　
町
内
の
75
歳
以
上
の
独
居

高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯
の
方
又
は
、

身
体
な
ど
に
障
害
を
持
ち
安
否
確
認
が

必
要
な
方
が
対
象
で
す
。現
在
、溝
口

支
所
で
は
１
回
あ
た
り
約
20
名
の
方
に

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
脇
さ
ん

　今
年
６
月
か
ら
食
品
衛
生

法
の
改
正
が
施
行
と
な
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
対
象
の
食
品
衛
生
研
修
会
を
開

催
す
る
な
ど
、よ
り
一
層
の
衛
生
管
理

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん

　調
理
す
る
と
き
、薄
味
に

す
る
、見
栄
え
を
良
く
す
る
、季
節
の
食

材
を
使
う
、品
数
を
多
く
す
る
等
に
気

を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

後
藤
さ
ん

　安
否
確
認
の
た
め
、本
人

に
出
会
っ
て
、弁
当
を
直
接
手
渡
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

質
問
①

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た

い
き
さ
つ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

質
問
③

調
理
、配
食
に
あ
た
り
何
か
気
を

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
。

質
問
②

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
対
象
者
は
。

インタビューの様子
社会福祉協議会　  森脇さん（左）
調理ボランティア　田中栄美子さん（中左）
配達ボランティア　後藤道則さん（中右）

配達ボランティアから弁当を
直接受け取る利用者の方

弁当の盛り付けをする
調理ボランティアの皆さん

（伯耆町社会福祉協議会溝口支所を訪問しました。）（伯耆町社会福祉協議会溝口支所を訪問しました。）
30周年を迎えた配食サービス
会

（伯耆町社会福祉協議会溝口支所を訪問しました ）（伯耆町社会福祉協議会溝口支所を訪問しました ）
30周年を迎えた配食サービス 自

主
的
な
住
民
参
加
に
よ
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

地
味
な
活
動
な
が
ら
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
主
的
な
住
民
参
加
に
よ
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

地
味
な
活
動
な
が
ら
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○（
社
協
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
）

・ 

週
３
回
に
し
て
欲
し
い
。

・ 

お
か
ず
の
種
類
が
多
く
て
う
れ
し
い
。

・ 

味
付
け
が
良
く
楽
し
み
。

・ 

野
菜
の
煮
物
が
多
く
嬉
し
い
。

森
脇
さ
ん

　さ
ら
に
衛
生
管
理
を
徹
底

し
な
が
ら
、こ
の
活
動
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

田
中
さ
ん
・
後
藤
さ
ん

　元
気
な
う

ち
は
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
続
け
て
い
き

た
い
。ま
た
、新
し
い
方
も
、こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。 質

問
④

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
の

感
想
は
。

質
問
⑤

今
後
の
取
り
組
み
で
何
か
想
い
は

あ
り
ま
す
か
。

楽
し
そ
う
に
生
き
が
い
を
話
さ
れ
る

皆
さ
ん
の
眼
差
し
と
共
に
取
材
で
き

ま
し
た
。    （
取
材
　
大
森 

・ 

上
田
）


